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＜学校教育目標＞ 

自立 貢献 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

心の節（ふし）をつくる 
 

校長  小林 淳志 
 

「新
あらた

しき 年
とし

の始
はじ

めの初春
はつはる

の けふ
き ょ う

降
ふ

る雪
ゆき

の いや重
し

け吉
よ

言
ごと

」（万葉集）大伴 家持 

※「新年を迎え、初春も迎えた今日、降る雪のように良い事もたくさん積もれよ」という意味 

 

あけましておめでとうございます。令和６年がスタートしました。今年の干 

支は「辰（たつ）」です。辰は「振（ふるう）」を表しており、陽気が動きそれ 

により自然万物が振動し、草木も伸長し活力が旺盛になった状態を表してい 

るそうです。また、辰は竜、龍のことであり、十二支の中で唯一空想上の生き 

物ですが、東洋では龍は権力や隆盛の象徴でもあるそうです。今年は、昨年ま 

で努力してきたことが実を結んで成就する年になるといいですね。 
 

 さて、１２月の後期前半の最終日の朝会で、子供たちに「竹」の話を 

しました。竹は昔から縁起の良い植物とされ、お正月の門松などめでた 

い場面でよく見かけます。竹は成長も早く、１日で１ｍも伸びるものも 

あるそうです。実は、この成長の秘密が「竹の節（ふし）」にあるそう 

です。竹には、いくつもの「節」があり、その一つ一つの節に竹を成長 

する力があります。例えば、一つの節が１０㎝伸ばすとすると、２つの 

節で２０㎝、３つの節で３０㎝も成長するということです。 
 

また、竹はどんな強い風に押し倒されたとしても、決して折れることなく、 

また起き上がって成長を続けます。竹よりもはるかに太い木や電柱が嵐で倒さ 

れたとしても、その隣で高く伸びた竹は決して折れることはありません。それ 

ほどにしなやかで強い竹の秘密が、実はこの「節」なのだそうです。 
 

 本校の子供たちも、この竹のように「しなやかで、たくましく、 

すくすくと」成長してほしいと願っています。そこで子供たちには、 

人もこの竹と同じように心に「節」をつくって強くなっていくこと 

を話しました。「失敗してもあきらめないで頑張ったとき」「思い通り 

にいかなくてもイライラしないでがんばれたとき」「あきらめず何度で 

もチャレンジしたとき」「勇気を出して一歩前へ進んだとき」など「自分の心が困難を乗り越

えたとき」に「心の節」ができる。だから本気で取り組んでいるときやつまずいて困っている

とき、悩んでいるときこそ強い「節」を作るチャンスであると。 
  
 本年も、子供たち一人一人に寄り添いながら、すべての子供たちがこの竹のようにしなやか

でたくましく成長できるよう教職員一丸となって取り組んで参りますので、引き続きご支援ご

協力のほどよろしくお願いいたします。 

 

 

１月の主な行事予定 

1 （月）   

2 （火）   

3 （水）   

4 （木）   

5 （金）   

6 （土）   

7 （日）   

8 （月）  成人の日 

9 （火） 
後期後半開始、書きぞめ制作会 

４時間 給食あり、13:40 下校、全校朝会  

10 （水） JRC、アルミ缶回収日、登校指導日  

11 （木） 

JRC、アルミ缶回収日 

熊谷市学習到達度調査（小６） 

検証問題テスト（小５）、身体測定（ゆりひま

5-1 2-3 3-1 4-2 3-2 2-2）  

12 （金） 委員会、身体測定（4-1 2-1 1-2 1-1） 

13 （土） 
 

14 （日）   

15 （月） 
５年校外学習、身体測定（6-1） 

くまなびスクール 

16 （火） 
校外水泳授業⑧(4 3 5 年) 

身体測定（6-2 5-2）、PTA新現本部役員会 

スクールカウンセラー来校日 

17 （水） ４時間授業 13:40 下校 

18 （木）  

19 （金） 
たてわり活動、代表委員会、５年読み聞かせ 
クラブ見学（３～６年 下校 16:00）  

20 （土）  

21 （日） 
 

22 （月） 
学校給食週間（～1/26） 

学校栄養士食育指導(2 1 4 年) 

OBL(5 6 年)、くまなびスクール 

23 （火）  

24 （水） 
授業参観及び進路・キャリア教育講演会・

懇談会（６年） 

25 （木） ５年箏体験学習 

26 （金） 給食集会、クラブ最終日 

27 （土）  

28 （日）   

29 （月） ５時間授業、14:15 下校、学校訪問  

30 （火） 特別日課 5 時間 14:30 下校、教育相談日 

31 （水） 
４時間授業 13:40 下校 

スクールソーシャルワーカー来校日 

 

 

「できた！」を大切に 

算数科主任 
 

算数は、好きという子がいる反面、苦手意識を持つ子も多い教科です。

しかし、苦手意識があっても、「できた！」を経験できるとすごく楽し 

いものに変わります。私も、小学生の頃はわかっていた算数が中学生になりとても難しく感

じました。できない問題が増えていき、数学の時間は楽しくありませんでした。テストでも

点数がとれず、余計に苦手意識を持つようになりました。算数は、積み重ねの学習です。わ

からないことをそのままにしていましたが、このままではいけないと、やっと数学の勉強に

力を入れました。まず、基礎から学び直しました。学習をしていくうちに、理解できなかっ

たことがすっとわかるようになりました。基礎さえわかれば、どんな問題でも同じ方法で解

けて、できるようになるとそれまでが嘘のように数学が楽しくなりました。応用問題にもチ

ャレンジし問題が解けるととても嬉しく、もっとやりたいと思いました。 

そんな経験があるからこそ、子どもたちの「算数嫌い」「算数わからない」の気持ちも

理解できます。授業ではできるだけ、問題場面をイメージさせ自分事として考えられるよ

うにします。算数は、答えは決まっていますが、解き方には色々な方法があります。子ど

もたちは自分で答えが出せた時、「できた！」と嬉しそうな顔をしています。少しずつ

「できた」を積み重ね、自信をつけて、算数は楽しいなと思ってもらえるような授業を心

がけていきます。算数に前向きに取り組む子どもが増えると嬉しいです。 

     ２月の主な行事予定 

１日 （木） 登下校の安全指導に感謝する会 

２日  （金）  全校朝会 委員会 

３日 （土） PTA資源回収 ウインタースクール 

５日 （月） くまなびスクール 

６日 （火） 避難訓練・防犯教室 

７日 （水） 一日入学（３時間 給食なし） 

 ９日 (金) ４年生以上６時間 

１３日 （火） SC来校日 

１５日 （木） １～５年授業参観・懇談会 

１６日 （金） 学校運営協議会委員会 

１８日 （日） 地域防災訓練 

１９日 (月) くまなびスクール 

２０日 (火) 非行・薬物乱用防止教室 

２１日 (水) ４時間授業 

     

※予定なので変更になる場合があります。 


